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兵庫県生物学会会則

第1条本会は兵庫県生物学会と称する。

第2条本会は生物・自然環境に関する研究・調査な

どを行い，知識の普及を図ると共に会員の親睦を図

ることを目的とする。

第3条本会に入会したい者は，住所，氏名及び職業

を明記し本会事務局に申し込むこと。

第4条本会会員は普通会員，賛助会員および学生会

員とする。会費は別に定める。会費を1年以上滞納

した者は原則として会員の資格を失う。

第5条本会は毎年学会誌『兵庫生物』を発行する。

第6条本会は毎年l回大会を開く。大会は総会と講演

会に分け，総会では会務の報告，会則の改正，役員

の委嘱及び他の議事を行う。必要に応じ臨時総会を

開くことが出来る。

第7条本会は随時研究発表会を聞き，会員及び招待

者の発表を行う。また，講習会，採集観察会などを

聞き，会員及び県民に広く生物学の普及を図る。

第8条本会に地域活動を推進するために支部を置く。

第9条

1)本会に次の役員を置く。

会長l名，副会長若干名，事務局長l名，事業部

長，編集部長，会計部長各1名。

2)会長は会員の選挙により選出することを原則と

する。選出法は別に定める。

3)会長は本会を代表し，会務を統括する。

4)各役員は会長が委嘱する。

5)会長の任期は3年とし，連続して3期勤めること

は出来ない。副会長，事務局長，事業部長，兵庫

生物ニュース担当，編集部長，会計の任期は会長

と同じ3年とする。他の役員の任期はl年とし，再

任を認める。

第10条

1)本会に理事を置く。理事は各支部選出の2名，

及び本会の主旨に賛同する県内の研究グループの

代表者で会長が委嘱した者とする。

2)理事は会員を代表して，事業計画，予算決算，

その他の重要事項を審議する。理事会は会長が召

集する。

3)理事は互選により2名の会計監事を選ぶ。会計

監事の任期は1年とし，再任を認める。

4)理事会の議決は出席理事の過半数の賛成による。

第11条本会に名誉会長，顧問を置くことができる。

第四条本会の会計年度は4月1日に始まり翌年3月31

日に終わる。

第13条本会の会則改正は総会で行う。その際出席会

員の3分の2以上の賛成を必要とする。

付則 この会則は1998年5月23日に改正し，当日より

施行する。

2013年5月19日に一部改正， 2018年3月31日に一部

改正。

細 則
費:毎年会費として，普通会員3000円，賛助

会員1口5000円，学生会員1500円を納める。

名誉会長:名誉会長は，会長経験者で理事会で認め

た方。

顧 問:顧問は，本会の発展に尽くした方を会長

が理事会の承認を得て委嘱する。

理事の任期:理事の任期は1年とし. 再任を認める。

ム一品

執行部組織図

E 古雅艮 「 fff長官瓦下苧初耳 LZ長

副会長

兵庫県生物学会選挙管理規定

1. 会長選挙の施行に関する事務は，選挙管理委員会

が管理する。

2. 選挙管理委員会は選挙管理委員長と若干名の委員

で構成し，会長が委嘱する。

3. 選挙管理委員の任期は3年とし. 再任を妨げない。

4. 選挙管理委員会は会長の任期が満了する前年の10

月末までに，その旨を各支部に連絡し，各支部は会

長候補者をその年の12月中に推薦する。選挙管理委

員会は翌1月中に立候補者の略歴をつけた候補者の

名簿を会員に公表し，投票用紙を送付しなければな

らない。

5. 選挙は郵送による無記名投票とする。

6. 会員は所定の投票用紙に記入の上，指定された期

日(当日消印有効)までに投票しなければならない。

7. 会長候補者がl名の場合は原則として信任投票を

行う。投票者の過半数の信任により信任されたもの

と見なす。

8. 選挙管理委員会は選挙の結果を速やかに会員に公

表しなければならない。
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2017年甲子園浜植生調査

兵庫県生物学会阪神支部

はじめに

甲子園浜は，浜甲子園の人たちの埋立て公害反対運

動によって守り抜かれた大阪湾の最奥に位置する自然

海岸である。 1995年頃に2回にわたり，浜甲子園一丁

目の「浜の入り口」から北西側の浜が，武庫川の川底

の砂礁を使って養浜された。その後養浜部に植物が生

えだしたので， 2002年夏以降，本会阪神支部は昔から

の砂浜と養浜部の植生調査を毎年続けている。

2017年は春(写真1)と秋(写真2)に植生調査を行

った。 4月10日と 10月1日にトランセクトAとBを， 10

月7日にトランセクトCを調査したので報告する。

参加者

4月30日調査:北方英二，植田好人，豊園史健，石

井教寿，谷良夫，谷本卓弥，阪口正樹(以上，会員)， 

安永有希，光永悟，小野公誉，灰谷有人，泉賢人，吉

川直毅(以上，神戸大学附属中学3年)，入江祐樹(県

立尼崎小田高校3年)，山木文汰，白石彩名，佐伯舞，

森美月，田中愛，中西優希奈(以上，同高校l年)，石

井美樹，岩下歌武輝(以上，県立西宮高校2年)，奥田

竜平，川村崇(以上，同高校1年)，岩崎博子，東山直

美，向山裕子(以上， NPO法人海浜の自然環境を守る

会)，合計27名。

10月1日調査:北方英二，深水正和，石川正樹，谷

良夫，石井教寿，米沢剛至，豊園史健，阪口正樹，向

山裕子(以上，会員)，大路紘裕(県立尼崎小田高校)， 

東山直美，岸川由紀子(以上， NPO法人海浜の自然環

境を守る会)，合計12名。

10月7日調査:阪口正樹，向山裕子(以上，会員)， 

岸川由紀子 (NPO法人海浜の自然環境を守る会)，合

計3名。

調査方法

2002年に甲子園浜の植生調査を始めるにあたり，基

準になる点と線を設定した。浜甲子園一丁目の「浜の

入り口」にある東屋(パーゴラ)から北西の六甲山

方面に向かつて約700mの遊歩道のうち，一直線とな

る中央部500mの浜側の縁石を基準線とした。ただし，

2018年6月22日受理
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北西の今津側と「浜の入り口」側の遊歩道の両端は浜

側にわずかに曲がっているため，基準線の延長線と東

屋から降り切った斜面の交点を基準点とした。したが

って，基準点は縁石から1.2mの遊歩道上となった。

トランセクトAは，基準点から基準線に直角に海側

の砂浜に設定した。ここは昔からある砂浜である。 ト

ランセクトBとCは， トランセクト Aから北西側へそ

れぞれ100m，200mの地点に設定した。双方とも養浜

部である。それぞれのトランセクトに沿って北西側

にlmXlmの方形枠を設け調査区とした。基準線に接

するlmXlmの方形枠を調査区0とし， Braun-Blanquet 

(1964)の植物社会学的方法で群落高・全植被率・そ

れぞれの植物の被度を植生最前線まで連続して記録し

た。植物の被度は，地面の100-75%を覆うと被度f5J，

75-50%を f4J，50-25%を f3J，25-10%を f2J，

10-1%を flj，1%未満を f+ J，ごく僅かを frJ と

する7段階で区別した。

9月17日の台風18号の通過により，砂浜の海側は海

水を被りオオフタパムグラは枯れたが， 10月1日と7日

の秋の調査では枯れたオオフタパムグラも調査結果に

加えた。

調査結果

OトランセクトA (表1，3，写真3)

春 (4月30日)の調査では， 14種類の植物と「単子

葉の芽生え」が生育していた(表1)。全域にギョウギ

シパ，コマツヨイグサ，へラオオバコ，ホソムギと海

浜植物のコウボウシパ，ハマヒルガオが確認された。

遊歩道に続くコンクリートの階段(調査区0-5と6の

途中まで)の隙聞にはコウボウシパ，タチイヌノフグ

リ，ノミノツヅリ，ハマヒルガオ，へラオオバコ，ホ

ソムギ，ランタナが確認された。遊歩道近くの砂浜に

は，カラスノエンドウ，コメツブツメクサ，タチイヌ

ノフグリ， f単子葉の芽生え」が確認された。砂浜中

央部から海側にかけてスズメノチャヒキ，マメグンパ

イナズナが少し確認された。ハマスゲは遊歩道近くと

打線近くの調査区43に確認された。植生は調査区45

(45.2m)までで，最前線にコウボウシパが確認された。

秋 (10月1日)の調査では， 13種類の植物が生育し

ていた(表3)。全域にオオフタパムグラ，ギョウギシパ，



コウボウシパ，ハマヒルガオが確認された。疎らでは

あるが全域にコマツヨイグサ，へラオオバコ，メヒシ

パが確認された。コンクリート階段の隙間には，春に

生育したコウボウシパ，ハマヒノレガオ，ヘラオオバコ，

ランタナに加え，オオフタパムグラ，ハマスゲが確認

された。アレチマツヨイグサ，コセンダングサ，スベ

リヒユ，ヒメムカシヨモギは遊歩道近くにのみ確認さ

れた。ハマスゲは遊歩道側から浜の中央に確認された。

植生は調査区46まで続き，最前線にはコウボウシパが

確認された。

春と秋の調査で， 20種類の植物を確認した。

OトランセクトB (表2，4，写真4)

調査区0-2はパーゴラのコンクリート敷きで植生は

なかった。調査区3のほとんどがコンクリート面と石

組みの法面であるが，枠内のわずかな砂地に植生が見

られた。

春 (4月30日)の調査では， 11種類の植物と「双子

葉の芽生え」が生育していた(表2)。全域に確認され

たのはナギナタガヤ，へラオオバコ，ホソムギ， r双
子葉の芽生え」であった。遊歩道近く(調査区3と4)

には，タチイヌノフグリ，ノミノツヅリが確認された。

遊歩道近くと調査区38-55に分かれてコマツヨイグサ

が確認された。ハマヒルガオも遊歩道近くと打線近く

に分かれて確認された。少しだけ確認されたのはスズ

メノチャヒキ(調査区26)，ハマスゲ(調査区52)，ヒ

メヌカススキ(調査区37-40)であった。植生は調査

区56(56.4m)まであり，最前親にはコウボウシパが

確認された。

秋 (10月l日)の調査では，日種類の植物と「単子

葉の芽生えJ，r双子葉の芽生え」が生育していた(表

4)。また，調査区47(47.5m)から海側は枯れた植物

が目立った。

全域にオオフタパムグラが，ほぽ全域にコマツヨイ

グサ，ハタガヤ，ヘラオオバコ，メヒシパが確認された。

遊歩道近く(調査区3-5)のみに確認されたのはコセ

ンダングサ，ツメクサ，ブタクサであった。ハマヒル

ガオは，遊歩道近くと打線近くに離れて確認された。

ギョウギシパは調査区4と37にのみ確認された。植生

は調査区55(55.4m)までであり，最前線にはコウボ

ウシパが確認された。春と秋の調査で18種類の植物を

確認した。

Oトランセクトc(表5，写真5)

調査区0とlの一部はコンクリート階段である。

秋 (10月7日)の調査で， 11種類の植物と「単子葉

の芽生えJ，r双子葉の芽生え」が生育していた。調査

区45(45.4m)から海側は全域にゴミが散乱し，オオ

フタパムグラが茶色に枯死していた。

全域にオオフタパムグ、ラが生育した。また，少し疎

らだが全域にコマツヨイグサ，ハタガヤ，へラオオバ

コ，メヒシパ， r単子葉の芽生え」が生育した。遊歩

道近く(調査区1-3)のみに確認されたのは，エノコ

ログサ，コセンダングサ，ヨモギであった。クグガヤ

ツリは，遊歩道近くの1ヵ所と浜の中央部の調査区31

-33の3ヵ所で確認された。ハマヒルガオは汀線近く

(調査区56，59， 60)に確認された。植生は調査区65

(65.7m)までであり，打線近く(調査区51-65)から

最前線にはコウボウシパが確認された。
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調査区35には，浜を利用する人達の歩く道が遊歩道

と平行に出来ていた。基準線から35.7-36.0mの30cm

幅は凹み砂が露出し，植物は生えていなかった。

考察

2014年-2016年の春 (5月上旬)3回および秋 (10

月)3回の調査結果(兵庫県生物学会阪神支部 2015， 

2016， 2017)を見ると，新たに甲子園浜に侵入した植

物はなかった。ただし， トランセクトAで2017年春に

確認されたマメグンパイナズナは2007年秋に出現して

以来であった(兵庫県生物学会阪神支部 2008)。

トランセクトBで2017年春にノミノツヅリが，秋に

コセンダングサが新たに確認されたが，ノミノツヅリ

はトランセクトAで，またコセンダングサもトランセ

クトAとCですでに生育しており，分布を広げた結果

であるといえる。

2017年春にトランセクトBの調査区37-40に出現し

たヌカススキ属についてよく観察すると，芭が2本あ

り，小穂も2mmほどであったことから，ヒメヌカス

スキと同定した。しかしながら， 2015年5月17日の調

査ではハナヌカススキがトランセクトBの調査区37，

39， 40に出現している。分布域がほぼ同じであること

から，ヒメヌカススキをハナヌカススキと誤同定した

可能性がある。

コマツヨイグサの芽生えが， '1丁線付近のあちこちで

砂に埋もれていた(写真6)。春の調査でも，汀線付近

を含め浜のほぼ全域で「コマツヨイグサ」と確認でき

るのは，冬季にこのように生育しているからである。

甲子園浜で2004年秋の台風のゴミ跡にハマゴウが出

現したが，今回， 9月17日の台風18号ではその近くま

で海水を被り，ゴミ跡ラインができていた。

謝辞

西宮市浜甲子園のNPO法人海浜の自然環境を守る会

の方々には，調査に協力いただ、き大変お世話になった。

また，ヒメヌカススキの同定には本会会員の水田光雄

氏のお世話になった。ともにお礼申し上げる。
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甲子園浜トランセクトA
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二三氏 I : I : I ~ I : I! I : I ~につ~つ肝引|件同~I仲÷市片同卜出出子引l判川M4引引~I鼎|件子け叫仕叫

:訪:ZZf乞γ:ごfノ パ…〈

単子葉の芽生え い|卜.1い.卜|卜.1卜.1+1'イ1.ぺ1.ぺ1.叶1.ぺ1.叶1.ぺ1.ぺ1.ぺ1.叶1.叶1.叶1.叶1.什1.叶1.ぺ1.ぺ1.ぺ1.什1.叶1.ぺ1.什1.1卜. 

円曲仲54m01:25) 植生は45.2m土骨

表l

調査区Oは遊歩道，調査区'-5および6の遜中まではコン夕日ート階段である。

20'7年4月初日調査実施



甲子園浜トランセクトB

調査区番号 o 1 1 213 4 5 1 6 1 7 8 1 9 110 ~]12]13]14 ， 15]16117]18]19: 20 121[22]23]24125]26127128129130 31 u]~ ~]~]~IßIM]~i~ ~IQlgl<<l% %1~1~1~lw.~'~I~IMI~I~ 
群落高(cm) 。。 o 136 40 231201 8 101 10 115 141131 10 1 10 1O]24]16]9]1214151814 6 ] 6 1 7 112112! 17 15116 10: 10 1 10 1 10 1 8 10110 12 6! 16115114112 101341 17120122123 20 Ill] 9 1 7 1 6 1 
|全植被率(略) 010 o 110 30 20: 101 10 515!1011O15 5 1 2 1 3 ] 1ド引 2 トL寸I|「I寸12汁|寸5|73 

4 1 7 5151515151515 30 30: 40 ! 30 130 140 JP11-po|30!201301501401351| 
コウボウシパ .1.1 .1. l ・r+l・:1 1 1I 1 2 1 +: 
1コマツヨイグサ I1 + .， . .， . .， . 十十 1111+ I1I I1I 11+11]1]+ +1 . 
スズメノチャヒキ .， . 十

-lzt 4-1同・|τ・タチイヌノフグリ 十・ -・

ナギナタガヤ +1 I1 + + 十 +1+ + ・ 111 ] + +1.] • + + + l 1 1111111 2 2 2 
ノミノツヅリ +・

ハマスゲ
一一トー

+・
トー

ハマヒノレガオ .， . .， . .， . 十 11 3 2 1 2 ・

. ，. ，. ヒメヌカススキ -・・. .，.， .， . 十+十 I
へラオオバコ I1I1 + 1I + -・+ -じ +1+1+十 +1+ +1 I1 1 l 

:i+.日ホソムギ !. !・ +十 +1++1+ 十 +11 ]1]1]1 +11 ・ • 1 +・ +1+ + 十・ 十 1]+11 I1I I1I +1+1+ ・ 十 +11 f-I-
十 + + 2 1 2 1 1 ] 1十

双子葉の芽生え 1.1・ +1+1+ +・ +]+1+1+]+ +]+]+ +1+'+ +1+ + 十十 +1 +111 + +1+ +1+ +1+]+1+ 十 十 +!+I・ + +]+1・|・|・ .， . 

汀線は65.6m02・30)植生は56.4mまで2017年4月30日調査実施

表2

「双子葉の芽生えJはオオフタパムグラの可能性が大きL、aコンクリート部分は調査区帯号0-2と調査区番号3のほとんどであるロ

l
N

。。ー
甲子園浜卜ランセクトA

10111213日!s I_~ 門司王1101~1山31141151161171司司司司亙
2017年10月1日調査実施

表3

|調査区番号



甲子園浜トランセクトB
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表4

2017年10月l日調査実施
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コンクリー卜部分は調査区0-2と調査区3のほとんどである。
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甲子園浜トランセクトC表5

値生は65.7mまで

調査区番号 o 1 1 2 1 3 4 1 5 6 1 7 8 1 9 101 11 121 13 14115 16117 18119 20121 22123 24125 26127 28129 30131 32133 34135 36137 38139 40141 42143 44145 46147 48149 50151 52153 54155 56157 58159 60161 62163 64165 

群落高(cm) o 1114 95153 37134 161 16 11110 131 14 211 15 14124 271 15 44121 231 15 20134 17120 131 18 351 13 9 1 12 101 13 141 15 141 7 7 1 9 7 1 6 101 10 5 1 9 8 1 9 131 14 161 16 18130 27130 211 17 151 10 101 11 131 9 

全植被串(世) o 140 90150 40145 30130 20125 15125 25125 251 15 15120 251 15 201 15 151 15 101 10 101 10 251 15 151 15 25130 35120 30125 201 15 15120 20120 20120 20120 20125 30140 40135 40130 50150 50150 60145 60150 401 10 

エノコログサ .， • +1+ .， . .， • .， . .， • .， . .， • .， . .， . .， . .， • .， • .， . .， . .， • .， . .， . .， • .， . . .， • .， • .， . .， . .， . .， • .， . .， . 

オオフタパムグラ .， • 2 1 3 2 1 2 2 1 2 2 1 2 2 1 2 2 1 2 2 1 2 2 1 2 1 1 2 2 1 2 2 1 1 111 111 111 2 1 2 2 1 2 2 1 1 2 1 2 1 1 2 1 1 2 2 1 2 2 1 2 2 1 2 2 1 3 3 1 3 3 1 3 3 1 3 2 1 3 3 1 2 1 1 • .， . .， . 

クグガヤツリ .， • .， . .， . .， • .， . + .， . .， • .， • .， . .， . .， • .， • .， • + +1+ .， • .， . .， • .， • .， . .， . .， • .， • .， • .， . .， . .， • .， . .， . 

コウボウシパ .， . .， . .， • .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， • .， . .， . .， • .， . .， . + 111 111 2 1 3 3 1 3 4 1 3 4 1 3 3 1 1 

コセンダングサ .， . +・ .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . . ，. .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . 

コマツヨイグサ .， . .， . 111 111 -←+ +11 111 r 1 + l 21+ .， . .， . +・ .， . + 11 111 111 111 111 I1 + +1+ 111 +!+ +・ .1+ .， . +・ + .， . .， . .， . .， . 

ハタガヤ .， . .， . .， . 1 1 2 111 1 十 +1+ r 1 1 11+ 1 ・ • 1+ + +・ + 111 111 111 2 1 1 +1+ + 11 +11 11 + .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . 

ハマヒルガオ .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， • .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， • + 1 • . I r +・ .， . .， . 

へフオオパコ .， . +11 111 .， . +1. .， . .， . .， . .， . +・ + +1. .， . .， . .， . .， . + +1+ 111 11+ 111 + 1 1 十 I +・ .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . 

メヒシ/{ .， . + 1 2 2 1 1 +・ + 11 + +11 111 111 1 1 1 111 1 1 1 111 2 1 1 +1+ +1+ +1+ 11 + +1+ +・ +・ +・ .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . 

ヨモギ 3 5 1 • .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， . .， • .， . .， . .， . .， . .， . 

111子楽の芽生え . +・ .， . .， • .， . .， • .， • r I r • I r r I . r I • rlr • I r r I r r I r r I r r I r r I • r I • r I • .， • r I r r I r .， • r I • .， . .， • .， . .， . .， • 

双子葉の芽生え .， • + .， . .， • .， . .， • .， . .， . .， • .， • .， • .， . . .， • .， • .， • .， . .， • .， . .， • .， . .， . .， • .， . .， . .， . .， . .， . + .， • .， . .， • .， • 

打線は70.5m(15:50) 

開査区45の45.3-45.4mから海側は台風18骨の大波が迎んだゴミが残る。海側のオオフタパムグラは枯れているが、閥査対象とした。調査区35の35.7-36.0mは踏みつけられて砂が裸出 Lた道になっている。

2017年10月7日調査実施

調査区0とlの一部はコンクリート階段である。



写真l 春の甲子園浜全景 2017年4月30日撮影

写真2 秋の全景 台風18号の塩害でn線付近が褐色に 2017年10月1日撮影

写真3 トランセクトA 2017年10月l日撮影 写真4 トランセクト s 20171:!三4月30日撮影

写真5 トランセクトC 2017年10月7日撮影 写真6 n線近くのコマツヨイ グサ 2017年2月24日撮影
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2017年福泊海岸植生調査

兵庫県生物学会西播支部

はじめに

福泊海岸は，姫路市的形町にあり，播磨灘に面した

人工海浜である。1989年に造成され， 2002年に海浜植

物の生育が確認された。遷移の経過を記録すること，

さらに西播磨地区自然科学系クラブの活性化などを目

的として2005年に高校生が主体となって植生調査を実

施した。以降は毎年，兵庫県生物学会(以降，生物学会)

と兵庫県教育研究会生物部会西播磨支部(以降，生物

部会)が共同で植生調査を継続してきた。

2017年度の調査を5月28日に実施したので，その結

果を報告する。

参加者 56名

生物学会員 7名

岩井いづみ(姫路市立飾磨高校)，宇那木隆(生物

学会本部)，久後地平(県立香寺高校)，田村統(県

立大附属高校)，桝谷英樹(県立西播磨特別支援学

校)，山脇誠史(県立山崎高校)，吉田孝(私立淳心

学院)

生物部会教員 6名(生物学会員を除く )

芦谷直登(生物部会西播支部長 県立龍野高校)， 

筏泰介(県立千種高校)，大西康之 ・杉本裕章(県

立相生高校)，北川|紀雄(私立賢明女子学院)，春名

洋介(県立姫路飾西高校)

中学 ・高校自然科学系クラブ生徒 43名

県立相生高校 (9名)・中部修一 ・池木瑞恵 ・大北陸

登 ・菅啓人 ・塚本悠太郎 ・橋本航 ・大塚響介 ・丸

山陸 ・家根啓之

私立賢明女子学院(13名):伊賀綾音 ・高松歩未 ・

宮永ひかり ・吉原千尋 ・藤川|柚花 ・中原萌 ・渋谷

佳那 ・溝口準 ・牧郁香 ・鹿巌奈央 ・松村千春 ・松

本菜々実 ・寺口佳花

県立香寺高校(1名):松本篤哉

姫路市立飾磨高校 (4名):北村太一 ・高尾一仁 ・木

村乃依 ・福井亮太

私立淳心学院 (5名):井上祐人 ・大橋碧宇 ・近藤零 ・

徳平雅良太 ・和田演海人

県立姫路飾西高校 (6名): 1賓本凌輝 ・田中大貴 ・志

2018年5月10日受理
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摩尚紀 ・和木信之介 ・山下きらら ・山本歩香

県立大学附属高校 (3名):山本楓 ・多田百百音 ・伊

坂友里

県立山11府高校 (2名):石原雷良 ・坂本達哉

調査地点

兵庫県南西部の播磨灘に面する福泊海岸は約600m

の砂浜で，断崖小赤壁の東側に位置する。(図1の両矢

印の範囲)。

|玄11福治海岸の位置(国土地理院姫路南部)

調査方法

海岸沿いの北側歩道から海岸に下るコンクリート階

段を起点、として，砂浜を横断

して波打ち際近く植生がなく

なるところを終点に，西から

東へ10ml間隔でライン トラン

セクトを19本 (A，B---R，S)

設置した(図2)。毎年同じ位

置に トランセク トを設置でき

るように，各 トランセク トの

起点は定点として，調査を実

施している。 トランセクト起 写真1 方形区とライン

点から終点まで1mX1mの方

形区を連続的に設けて，方形区内の全ての植物名と被

度を記録した(写真1)。被度階級は， Braun-Blanquet 

(1964) の植物社会学的方法に従って記録した。

多くの参加生徒が初めて植生調査を行うので，最初

に人工海浜である福泊海岸の経緯と調査目的について

説明をし(写真2)，その後l本のトランセクトを使っ

て調査方法の説明と実習により調査方法を習得した。



その後教員l名と生徒4"'5名の班を編成 し 班が2

"'3本の 卜ランセク トを調査した。(写真3)

写真2 調査の説明
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図2

写真3 班別に調査

調査結果

調査した総方形区684区画 (19トランセク トX36m)

のうち542区画で植生を確認することができた。昨年

同様19種を確認 したがs オヒシパ，クサネム， アレチ

ノギク，イ ヌムギは確認できず，昨年は見られなかっ

たコメツブツメクサ，ヒ メムカシヨモギ， アメリ カネ

ナシカズラ，ヒメ ジョオンを確認 した(表1)。

植物の出現した区画数 (出現頻度)を昨年と比較し

てみると ，海浜植物ではハマヒノレガオが28区画減少

(-3.9%)，コウボウ シパが7区画 (-0.9%)減少した。

原因は不明である。

一方で，コウボウムギが35区画 (5.2%)，ハマボウ

フウが18区画 (2.7%)，オカヒジキが8区画(1.2%)

増加 した。特にハマボウフウの出現頻度は2015年5.7

210-

%から2017年度12.5%と急速に分布が広がっていた。

これは，開花し種子を生産できる株が増えたためと考

えられる。また，オカヒジキは，区画数では20Hi年が

3区画， 2017年が11区画と l年で急速に広がりつつある

が，分布が漂着物の多い波打ち際近くなので，台風な

どにより消失する危険性も高い。

ハマゴウは，2区画 (0.3%) の増加がみられた。こ

れは，個体数が増えたのではなく ，地下茎や地表をは

って伸びる茎が広がったために微増したと考えられ

る。調査日では，開花結実した痕跡はみられなかった

が，近年中に開花し種子生産が可能な株の大きさにな

ると思われる。ハマゴウの種子は潮流により散布され

るが，区画数が増えにくいということから，福泊海岸

での種子の漂着は頻繁にはないと思われる。

外来植物では，ミチパタナデシコが65区画 (9.5%)， 

コマツヨ イグサが54区爾 (8.1%)，ネズミ ムギが27区

間 (4.1%)の増加であった。急激な増加が懸念された，

メリケンムグラは22区画 (-3.2%) の減少である。メ

リケンムグラの分布は遊歩道側に偏っているため，耐

塩性が乏しいと思われる。発芽初期に海水を散布すれ

ば，ハマ ヒノレガオなどに影響を与えることなく ，メリ

ケンムグラの個体数の抑制が可能かも知れない。ネズ

ミムギやコメツブツメクサなどの外来植物は，海岸に

沿う遊歩道北側に多く生育しており ，そこから種子の

供給があるとみられるが，発芽後の水分条件や，砂浜

の不安定な土壌条件のために海浜環境に適応できる一

部の種類しか定着できないと考えられる。

アメリカネナシカズラは遊歩道周辺にはみられない

植物で，海流などによって漂着 した種子が発芽成長し

た可能性が高い。ハマヒノレガオなどを宿主と しており ，

寄生して しまえば土壊条件に影響を受けにく いので，

今後急激に分布を拡大する可能性がある。十分に留意

して観察し，その結果によっては駆除する必要がある。

謝辞

データ入力，点検など兵庫県立大学附属高等学校自

然科学部生物班の生徒諸君に協力していただいた。こ

こに感謝の意を表する。

引用文献

Braun-Blanquet，j.1964. Pflanz巴nsoziologie.3 Auft.865pp. 

Springer-Verlag.， Wien， N巴wyork 
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2017年第4回増位山植生調査報告

はじめに

社寺林は人の手が入りにくく，自然環境が残ってい

る。植生の変遷やシカ・イノシシなどの影響を長期的

にモニタリングするのに好ましい場所である。兵庫県

生物学会西播支部では， 2002年から，姫路市白国増位

山の随願寺境内周辺で5年ごとに植生調査を行ってい

る。

第1回調査は2002年9月9日に実施した(宇那木・横

山2007)。第2回以降は兵庫県教育研究会生物部会商播

磨支部との共催で、行っている。第2回 (2007年10月28

日)，第3回 (2012年11月4日)の結果は，兵庫県生物

学会西播支部 (2013) にまとめた。本報では，第4回

増位山植生調査の結果を報告する。

調査の方法

調査地は姫路市白国増位山(標高259m)の随願寺(標

高約240m) の境内周辺で， 4カ所に定点調査区を設定

した(図詳細は兵庫県生物学会西播支部 2013)。

Braun-Branqwuet (1964) の方法により，高木層・

亜高木層・第l低木層・第2低木層・草本層の高さ・植

被率と各層の植物種の被度・群度を記録した。 2017年

11月19日に実施し，下記の参加者を2班に分けて各班

で2つの調査区を担当し，橋本光政・田村統両氏の指

導により調査した。

また2017年2月26日から11月4日で，宇那木・原田正

信氏・久後が高木層と亜高木層の根元の位置と胸高周

囲および樹冠の範囲を調査して，樹冠投影図を作成し

た。

参加者

[県立大学附属高校]田村統，高l多田百百音，高2

山本楓[淳心学院]吉田孝，富山敬史，高2井上祐人，

近藤零，高1伊藤敏志，中1徳平雅良太，野村碧生，衣

川慶[姫路市立飾磨高校]岩井いづみ，高2北村太一，

高尾一仁，福井亮太[県立香寺高校]久後地平，高2

内藤菜絵，中原優麻[県立相生高校]杉本裕章，高2

岡本琉晴，家根啓文[神戸大学付属中等教育学校]植

田好人，中3光永悟[生物学会]横山了爾，宇那木隆，

姫 路 市自国増位山

兵E在来生物学会商播支部定点鏡測調査区A-D
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図1 増位山での調査区の設定地点

2018年8月31日受理
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山本一清[指導講師]橋本光政以上27名

結果と考察

植生調査の結果は，比較のため過去3固とあわせて

表11こ，各調査区の概観を写真1~4に示した。各調査

区での高木と亜高木の樹幹投影図は図2に示した。

全体的に植生が貧弱になっている印象は受けるが次

の2点について注目した。

1.調査区Aの高木層

2002年からの4回の比較を出現種数と植被率で比較

すると，種数(植被率)は7種 (95%) → 6種 (95%)

→ 5種 (90%) → 5種 (85%) と順次減少している。見

た目の記憶でもこの調査区が最も樹木が減少した印象

である。

2002年の調査時にはモウソウチクはコジイの次に高

い被度であり，やがて他の樹木が淘汰されると危倶し

ていた。しかしながら，実際にはモウソウチクは次第

に減少し，今回の調査では高木層に達する個体はわず

かになった。

2.調査区Cの低木層について

調査区Cは増位山のいくつかの小さな峰の一つの山

上でほぼ平らで周辺部も樹木に覆われている。 2002年

には高低の濯木が茂っていて両手でかき分けて歩いて

いたが，調査回を追うごとに林内は歩きやすくなった

印象がある。実際のところ，第l低木層の種数(植被率)

は13種(15%)→9種 (20%)→ 5種(15%)→ 3種 (10%)

と減少していた。

また，この調査区の隣には前回は潅木のツクパネが

び、っしりと言ってよいほど繁殖していた。しかし今回

は枯死木として多少残っているほかは生木が全く見つ

からなかった。これも合わせて，シカの食害によるも

のと推測している。

謝辞

10時に開始した調査を13時に終わり随願寺会館で遅

い昼食をとり，最後に学校毎に活動状況などの発表会

を行った(写真5，6)。調査等に便宜いただいた随願

寺のみなさまには感謝します。

引用文献

Braun-Branquet， J. 1964. Pflanzensoziologie 3 Aufl. 

865pp. Springer-Verlag. Wien. 

宇那木隆・横山了爾. 2007. 増位山のキノコの発生に

及ぼす環境要因.兵庫生物， 13 (3) : 155-156. 

兵庫県生物学会西播支部. 2013. 増位山の植生調査報

告.兵庫生物， 14 (4) : 295-299. 

(文責宇那木隆)
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表1 2002年から2017年までの各調査区での植生調査の結果
翻査区 A 

地形 東部は平地・西部は崖地

地質 赤土で岩層まで16cm

傾斜・方位 30N70W 

面積 20mX 15m 

標高 230m 

綱査年 2回 2007 2012 2017 

高木騎 l 高さ
却四 20m 18m 18m 

l 植被皐 95首 95% 9時 85事

アラカシ 1・1

アベマキ 1・1 1・1 1・1 1・1

コジイ 4・4 4・4 4・4 4・4

コナラ 1・1 1・1 1・1

ヒノキ 2・2 2・2 2・1

モウソウチク 2・2 2・2 1・1 + 
ヤマフジ

ケヤキ 2'1 

サカキ 1'1 1・1

ザイフリポク '・1
リョウプ

アカマツ

亜商水層 l 高さ 10m 10% I岨 i加

l 植被皐 25l幅 3叫 3岨 3師

アラカシ 1・1 1・1 1'1 + 
アペマキ

コジイ 1'1 1'1 1'1 

ヒノキ + + 1・1

モウソウチタ + 1・1

フジ 1・1

サカキ 1・2 + 
日ョウプ

ヤプツバキ + 1・1

ソヨゴ 1・2 + 
ヒサカキ + 1・1

マルパアオダモ

ネジキ 1・1

カナメモチ

タカノツメ

ヤマウルシ

スギ + 
ウラジロノキ + 
ヤプエッケイ 1・1 + 1・1

シロダモ

テイカカズラ 2・2 + + 
シャシャンポ

アセピ + 
エゴノキ 1・1

第 1 l 高さ 4国 4m 4m 担

低木届 l 植被事 25世 51国 時 5国

サカキ 2・2 + + 1・1

ヒサカキ 1・1 + + + 
モチツツジ

ヤプツパキ + 
スギ 1・2

ソヨゴ + 
ヒノキ + 
カナメモチ 1・1 + 
ヤプエッケイ 1・1 + + + 
アラカシ 1・1 1・1 1・1 1・1

シログモ 1・1 + + 
タカノツメ

アセピ + 
ミヤマガマズミ

イヌツゲ

リョウプ

ヤマフジ

サルト Hイバラ

ツタパネ

テイカカズラ + 
モウソウチタ + + 
アオキ + 
ネジキ

カゴノキ

衰の数字は各層でのその輔の被度・群度を示す.

被度は翻査区でのその種が占めている面積.

B 

中央に遊歩道の通る斜面

議褐色土で岩層まで56c悶

33N85W 

15司X15m

235m 

2002 2007 2012 2畑17

20m 22m 20m 23m 

9硝 8時 9邸 8邸

1・1

5・・・・5

1・・1

1・・・・1

15m 15m 14悶 15m

2岨 2輔 I叫 2略

1・・・1

1・・1

1・・・1

+ 

1・1

1・1

1・1 1・2

1・・1

1・1

1・1 1・1

1・1

担 岨 岨 曲

3舗 2側 20事 20首

1・1

1・2 + 

+ 

1・・・・2

1・・・・1

1・ ・・1 + 
1'1 

5 : 75-10蝿 4: 50-75% 3 : 25-5輔 2:10-2剖 1:1-10稲川 I百以下

鮮度は調査区でのその種田広がりの様子.

c 
山頂郁の平地

黄褐色土で岩層まで22cm。
l伽 X20m
240皿

20昭 2007 2012 2017 

171皿 17m 18m 23m 

65$ 6碍 65~満 9碍

1・1 2・2 2・1 3・2

4・3 4・3 4・3 4・3

1・1 2・1

10m 10. 1(11酒 10皿

75~ 75覧 75国 80略

2・2 2・2

1・1

2・2

+ + 
1・1 1・1

2・2 2・2 2・2 1・1

3・2 3・2 2・2

2・2

1'1 1・1 1・1

1・1 1'1 

1'1 1・1

1・1

1'1 

1・1 1・1 1・1

4m 4m 4皿 3m 

H瑞 20略 l邸 10覧

1'1 3・1

2・2 2・2 1・1

2・2 1・1 1・1 1・2

2・2 2・2 1・1 1・2

+ + 
1・1

1・1

1・1 + 3・1

+ + + 
1・1 + 
+ + 
+ 
+ 
+ 

E 

西側に遊歩道町通る斜面

灰縄色土で岩層まで50c悶

24S60E 

10四XIOm

235m 

2002 2007 2012 2017 

15m 15m 15m 15m 

90蝿 7蝿 回世 90国

1'1 1・1 1'1 

2・1 1・1 1・1 1・1

5・5 5・5 5・5 5・4

1・1 1・1

1・1

10箇 h 8. 10m 

70耳 90世 50% 80世

2'2 2'1 1・1

2・3 2・2

2・2 3・3 3・3 2・2

2・2 2・2 2'1 3'2 

1・1 1・1

1・2

1・1 1・1

1・1

4. 3m 3m 3図

10誕 1(珊 10革 10% 

1・2 1・2 1・2

1・1

1・1 1・1

1・2 1・2

1・2

1・1

1'1 1・1

+ + 

5:大きなマット状で全場を磁う 4 パッチ状または切れ切れのマット状 3:大きな群を作る 2:lJ、さな群を作る 1:単組で生える
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表1(つづき) 2002年から2017年までの各調査区での植生調査の結果
第2 | 高さ 2m 1m 1m 1m 2m 2m 2m 2m 1m 1m l悶 1.5悶 2m 1. 5m 1. 5m 1. 5m 

低木層 | 継彼率 5% 3% 2国 2首 10覧 5世 10岨 10覧 5再 3略 2首 2目地 E話 5出 4% 15幅

サカキ + 1・2 1・2 + + 1・2 1・1 + 1・2
ヒサカキ + + + 1・2 + + + 1・1 1・1 1・1 + 1・2
アオキ + + 
ヤプニッケイ + + 1・1 + 
コジイ + + + 1・1 1・2
ヒノキ 十

カナメモチ ÷ + + + 
アラカシ + 1・2 1'2 + + + + 1・1
アセピ + 1'1 1・1 1・2
ソヨゴ + + + 1・1 + 
フジ + 
ネジキ + + 
コパノガマズミ + 
ツクノくネ + + 
クサギ + + 
シャシャンポ + + + 
モチツツジ 1・1 1・1 + 
ツクパネウツギ + 
タカノツメ + 
スノキ + 
ヤプツバキ + + + 1・ ・2 + + 1・1 + '・2 1・2 + 
コノ〈ノミツ/<ツツジ + 
ミヤマガマズミ + + 
カゴノキ + + 
マンリョウ + 
フジ + 
イヌツゲ + 
シロダモ + 
コウヤボウキ + 
モウソウチク + 
テイカカズラ + 
ノキシノブ + 
ベニシダ + 
クロパイ + 
革本厨 | 高さ O. 4m O. 5m O. 5m O. 5m O. 5m O. 5m O. 5m O. 5m O. 2m O. 5m O. 5m O. 5m O. 5m O. 3m O. 5m O. 5m 

| 縮瞳率 15j‘ 1% i世 1% 1時 l叫 5% 5% 3見 l胃 1略 1% 3% 3% 
21‘ 51‘ 

ベニシダ 1・2 + + 1・1 2・・・2 + + + 1・1 1'1 

ヤプツパキ 十 + + + + + + + + + + + + 
テイカカズラ + + + + + + 
アオキ + + 
ヤプニッケイ + + + + 
ネズミモチ + + 
イタピカズラ + 
アラカシ + 1・・1 + + + + + + 
アセピ + + + 
ヤブコウジ + 2・2 1・1 + + + 
サルトリイバラ + + + + + + + 
コジイ + + + + + + + + + 
カナメモチ + + + + 
コウヤボウキ 2・2 + 
ツクパネ + 
ヤマウルシ + + + + 
アベマキ + 
イヌツゲ + + + + + + 
スノキ + + + + 
マンリョウ + + 
ヤマウノレy + + + 
コシダ + + 
ヰザサ + + + + 
タカノツメ 十 + 
シシガシラ + + + 
ササク-l} + 
ノキシノブ + + + 
Yヨゴ + + + + 
ナツフジ + + 
ヒメヤプラン + 
スゲ属sp + 
サカキ + 
ヒサカキ + + + + + + 
アケピ + 
エゴノキ + 
クロパイ + 
コクラン 十

ナキリスゲ + 
コパノミツパツツジ + 
トウゲシパ + 
フジ + 
シロダモ + 
ミツパアケビ + 
シロパナウンゼン

モチツツジ + + 
チャノキ + + 
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写真l 調査区Aの概観

写真3 調査区Cの概観

写真5 調査中の様子

行。
旬

E
i

ワム

写真2 調査区Bの概観

写真4 調査区Dの概観

¥¥¥Ii寵曹1# ...e 

写真6 惰願寺会館での活動状況報告会の様子



図2 調査区A-Dでの樹冠投影図

調査区A 20 x 15m 調査区B 15x15m 

番号 種名 胸高直径備考

1 モウソウチク 30cm lm高木

2 コジイ 40cm 高木 番号 種名 胸高直径備考

3 アラカシ 35cm lm高木 1 コジイ 142cm 高木

4 ヒノキ 190cm 高木

5 モウソウチク 30cm 亜高木

6 コジイ 110cm 高木

7 コジイ 100cm 高木

B モウソウチク 35cm 亜高木

自 ヤブツバキ 33cm 亜高木

2 モウソウチク 33cm 亜高木

3 コジイ 155cm 高木

4 ヒノキ 66cm 亙高木

5 コジイ 170cm 高木

自 コナラ 56cm 蓋高木

7 コジイ 161cm 高木

8 コジイ 122cm 高木
10 コジイ 130cm 高木

11 ヒノキ 130cm 高木
9 コジイ 140cm 高木

10 アラカシ 119cm 高木

12 コジイ 130cm 高木 11 コジイ 90cm 高木

13 l'ペマキ 127cm 高木 12 コジイ 61cm 亙高木

14 l'ラカシ 33cm 亙高木 13 13 ヤブツバキ ? 亙高木

15 アラカシ? ー 枯れ木

曲線は崖のラインを表し、
図の左側は盛下、右側が盤上の平らな部分を示す.

圏中の2本の平行斜線は遊歩道を示す.
遊歩道の北側は崖下.南側は山側への急斜面。

調査日2017年11月4日宇都木・原因
調査日2017年11月4日宇都木・原因

調査区C 20x 10m 
番号 種名 胸高直径備考

1 ヤブツバキ 45cm 亜高木

2 リヨウフ 40cm 亙高木

3 アペマキ 108cm 高木 調査区D 10x 10m 
4 リョウフ 43cm 亙高木

5 リョウブ 36cm 亜高木
番号 種名 胸高直径備考

6 l'ペマキ 90cm 高木
1 コナラ 28cm 高木

7 ヤブツバキ 20cm 亜高木
2 コナラ 34cm 高木s ヤブツバキ 32cm 亙高木

9 アペマキ 87cm+97cm高木 3 ソヨゴ 15cm 亜高木，株立

10 リョウフ 16cmx3本亜高木 4 ソヨゴ 13cm 亜高木，株立

11 リョウブ 57cmx4本高木 5 アペマキ 35cm 高木

12 ヤブツバキ 39cm 亜高木 6 コナラ 36cm 高木

13 アペマキ 100cm 高木 サカキ 13cm 亙高木

14 アペマキ 100cm 高木 コナラ 26cm 高木

15 アラカシ 71cm 高木 コナラ 19cm 高木

16 アペマキ 90cm 高木 10 コナラ 35cm 高木
17 アラカシ 40cm 亜高木

18 アラカシ 46cm 亙高木 図の左側に遊歩道があり、右手に向かって
19 アラカシ 83cm 高木 下り斜面になっている.

20 リョウブ 34cm 亜高木
調査日2017年2月26日字那木・久後

21 アラカシ 42cm 高木

22 アラカシ 95cmX2本高木

調査区全体はほぼ水平の山頂節分 銅牽目2017年10月23日宇都木・原因
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2017年西舞子海岸植生調査

兵庫県生物学会神戸支部

はじめに

神戸支部ではこれまで， 裏六甲，藍那地区等にて植

生調査 ・観察会を行ってきた。ここ数年中断していた

が，本年度より再開することにした。再会するに当た

って一般や学生の方も参加しやすい交通アクセスの良

し、神戸市垂水区にある西舞子海岸を選び，2017年10月

8日に予備的な調査を行ったので報告する。

参加者 :井上清仁石川正樹奈島弘明深水正和

三木正土水 田光雄以上6名。

調査地点

西舞子海岸は神戸市垂水区にあり，西舞子1丁目の

舞子漁港から山田川|河口にかけておよそ250mの砂浜

が広がる。山田川河口は砂と砂利が堆積しており河川

水は伏流しているが，大雨や高波 ・高潮の時は河川が

海とつながる o 河口の西側には消波ブロックが積ま

れ，満潮時には消波ブブ守ロツクまで

ない。また， 2015年11月から2016年2月にかけて護岸

工事があり，舞子漁港に近い植生は失われた。その

後，護岸工事により重機が入った砂浜にも植生が回復

しつつある。今回は，新たに築かれた防潮堤から山田

川河口西側の消波ブロックまでを調査区域とした。

調査方法

海岸に生育する植生を網羅的に調べ，種名のみを記

録した(写真1)。分類は水田(神戸植物防疫所勤務)

写真l

2018年7月4日受理

が担当した。 調査は2017年10月 8 日 13時45分~ 15時15

分に行った。

調査結果

新防潮堤付近では工事のため，以前の砂浜が撤去さ

れ新しい砂が入れられたためか，旧防潮堤付近とは大

きく植生が異っていた。大まかな植物の分布の特徴は

次の通りである。山田川河口東側の旧防潮堤に沿って

エノキ，クスノキ，アカメガシワなどの樹木が，後浜

付近にハマゴウ，ハマスゲ，ハマヒルガオといった海

浜植物が確認された。山田川|河口付近が最も植物の種

類が多く，ヨシといった河川|の水際に生育する植物や

コセンダンクサ，アキノエノコロクサ，ツノレマメとい

った植物が確認された。コマツヨイグサは護岸工事で

植生が失われた砂浜も含めた全域で確認された。特に

砂浜東半分の新防潮堤付近ではコマツヨイグサが優占

していた。

今回の調査で，確認された植物は60種類であった。

その内，帰化植物は一時的な栽培逸出品も含め25種で

帰化率は42パーセントであった。

確認された植物

(60種類 (帰)帰化植物 (逸)栽培逸出品〕

アカメガシワ，アキノエノコログサ，アキノミチヤ

ナギ，アキメヒシパ，アメリカネナシカズラ(帰)，イ

ヌタデ， イヌビエ，イヌホオズキ，ネノくリコメツブウ

マゴヤシ(帰)，エノキ，エノコログサ，オオアレチノ

ギク(帰)，オオフタバムグラ(帰)，オカヒジキ，オニ

ノゲシ(帰)，オニヤブソテツ，オリヅ、ノレラン(逸)，ギ

ョウギシパ，キンエノコロ，クスノキ，コウボウシパ，

コセンダングサ(帰)，コパノセンダングサ(帰)，コマ

ツヨイグサ(帰)，シマスズメノヒエ(帰)，ジュズダマ

(帰)，シロザモ帰)，スズメガヤ，スベ リヒユ，セイタ

カアワダチソウ(帰)，センダン，チカラシパ，ツノレ

ナ，ツノレマメ， トウワタ(逸)，ナギナタガヤ(帰)，ナ

ンキンハゼ(帰)，ネズミホソムギ(帰)，ネナシカズラ，

ノブドウ，ハゼ、ラン(逸)，ハマゴウ，ハマスゲ，ハマ

ヒルガオ， ヒメジョオン(帰)， ヒメマツバボタン(帰)，

ヒメムカシヨモギ(帰)， ビロードモウズイカ(帰)，へ

クソカズラ，ヘラオオバコ(帰)，ボウムギ(帰)，ホシ

ウ

t
1
ょっ“



アサガオ(帰)，マメグンパイナズナ(帰)，ムクノキ，

ムラサキエノコログサ，メヒシパ，メマツヨイグサ

(帰)，メリケンムグラ(帰)，ヤノネボンテンカ(逸)，ヨ

シ
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おわりに
今回の調査結果をもとに，調査方法を確定させ今後

は詳細な分布調査結果を残したい。阪神支部が継続し

て調査している甲子園浜の調査結果を比較することも

興味深く思われる。

(文責:深水)
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若手研究者との座談会

兵庫県生物学会神戸支部

日時:2018年3月25日 18:00~ 21:00 

場所 .三宮

講 師.神戸大学大学院昆虫多様性生態学研究室

松原慧 (まつばら さとる)

演題 ダイコンハムシの逃避 ・防衛行動

参加者.生物学会員4名

松原さんの所属する研究室で

は、昆虫を題材にして行動生態

学的な研究が盛んに行われてい

る。松原さんは、丹波市にある

実家の畑で無農薬栽培している

アブラナ科の野菜に生息するダ

イコンハムシの逃避行動につい

て研究されている。
写真l

ダイコンハムシ (Phaedonbrassicae Baly ;写真1) は

5 mm ~まどの甲虫で、 日本のほか、中国、ベトナムに

も生息している。ハクサイやキャベツなどのアブラナ

科作物上で頻繁に見られる。成虫になっても飛ぶこと

ができず、天敵から逃れる手段としては、葉から落下

すること(落下行動)が有効な方法である。一方で、

落下行動によって、餌場である葉まで戻る際にエネル

ギーを消費したり、移動中の捕食圧が増加したりす

る (Nelson2004; Roitberg & Myers 1979) と考えられ

る。さらに、生育時間の延長 (Nelson2007; Agabiti et 

al. 2016)や繁殖力の低下 (Nelson2004) などのコス

トが生じるといった先行研究がある。そこで、落下行

動に伴う様々なコストについて次の3点に着目して研

究した。(1)葉の構造が異なるアブラナ科植物のどれ

に多く見られるか。(2)幼虫と成虫の防衛行動の違い。

(3)落下後の着地場所はどこなのか。

2016年10月にそれぞれ10株のダイコン、チンゲンサ

イ、ハクサイの葉に見られたダイコンハムシの3齢幼

虫と成虫の個体数を記録した。その結果、個体数は有

2018年4月20日受理
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意にダイコンの葉に多いこと、どの作物種でも葉の裏

側に多いことがわかった。また、各作物上で20個体の

3齢幼虫、成虫それぞれの背部をピンセットで刺激し

て防衛行動を観察した結果、成虫はほとんどの個体 (9

割以上)が落下行動を示したのに対して、 3齢幼虫で

は3割程度であった。落

下しなかった3齢幼虫は

背部から乳白色の液を分

泌する化学防衛が見られ

た(写真2)。

地面に落ちた3齢幼虫、

成虫ともにほとんどが寄
写真2

主植物に戻ったが、その復帰にかかった時間は3齢幼

虫の方が長かった。つまり 、3齢幼虫にとって落下行

動はコス トが高い行動であると考えられた。そして、

木種が葉上で落下行動を示したとき、地面に落ちる割

合はダイコンで、有意に高かった。また、葉の表面にい

た場合、地面に落ちるよりも同じ葉もしくは同株の下

層の葉の上に落ちる割合の方が高かった。

研究により、ダイコ ンハムシがどの植物を選ぶか、

葉の裏表のどちらを選ぶかは、落下後のコストに大き

な影響を与えると示唆された。 しかしなが ら、本種は

落下行動に伴うコストが最も高いと考えられるダイコ

ンの葉の裏側に多く見られた

ことから、寄主植物の選好性を落下行動に伴うコスト

により説明することはできなかった。

座談会は今後の研究の方向性など、楽 しく議論して

終了した。ダイコンハムシのl齢幼虫・ 2齢幼虫は、野

外では詳細な行動を観察できないほど小さい。また、

成虫の見た目も地味である。そのような昆虫にスポッ

トを当てて地道に研究している若き研究者にエールを

送りたい。

(文責石川)
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「神戸市生物多様性の保全に関する条例施行規則(案)Jへの兵庫県生物学会の意見書

「神戸市生物多様性の保全に関する条例」の施行に

あたり，施行規則(案)へのパブ、リックコメントが

募集されていました (2018年1月22日〆)0Aランク種

175種がそのまま規制リストになるなど問題点が見受

けられ、本会の活動にも関わると本会事務局で検討し

て，原案を作成しました。時間的制約があったため，

理事役員にはメールでご意見をいただきました。すべ

て賛成のご意見でした。下記の通りに会長名で意見書

を提出しました。

「神戸市生物多様性の保全に関する条例施行規

則の制定について」の意見

「神戸市生物多様性の保全に関する条例Jが制定さ

れ，生物多様性への関心が高まることは、本会の活動

とも一致するものであり，協力は惜しまないものであ

ります。

まず，神戸市における希少野生動植物種の指定です

が，施行規則(案)の生物種の指定が機械的に行われ

ており，最初は限定的に指定すべきだと考えます。国

でもレッドデータリストの中から，種の保存法として

きつく規制する種を絞って定めています。今回の条例

施行規則(案)での指定は種の保存法と同じコンセプ

トのものと理解します。兵庫県の「環境の保全と創造

に関する条例Jの第103条第1項での指定野生動植物種

は，影響の大きさもあってか，未だに具体的に指定さ

れていません。

本条例第7条第l項には，学術調査，教育などの除外

規定がありますが市長が必要と認める場合」とあ

るので，申請が必要と理解しています。市民の調査や

小学校等での保全活動などで申請手続きを行うことが

負担であります。うっかりと捕獲してマスコミなどに

非難されると調査・啓蒙活動自体を行い難くし，生物

多様性保全の活動を低めてしまうなどの弊害が予想で

きます。

なお、緑化等使用しないように努める植物種(第16

条)にも実効性のうすい種(セイヨウタンポポなど)

や特定外来種(ミズヒマワリなど)が含まれています。

精査する方がよいと考えます。

そもそも，生物多様性の保全は市民の協力はもちろ
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んでありますが，一義的には生息地・生育地の保全で

あると考えており，開発などの事業の適正化が求めら

れていると理解します。その意味から施行細員Ij(案)に，

開発事業を自然公園法にかかわる区域内の道路の新設

又は改築や，自然地の改変を伴う部分の事業を5ha以

上に、また緑地の保全区域又は育成区域の部分の面

積を2.5ha以上に限定していることに疑問があります。

このことは小規模開発を容易にし，生物多様性の保全

に適っていないものと懸念しています。

専門家などの意見を踏まえて，指定種，特に希少野

生動植物種を限定することを意見します。必要があれ

ば本会も協力は惜しみません。

2018年l月20日

兵庫県生物学会会長 内藤親彦

《参考:神戸市生物多様性の保全に関する条例の抜粋》

(希少野生動植物種の指定等)

第7条何人も，希少野生動植物種の個体(飼育し，

若しくは栽培している個体又は繁殖させた個体を除

く。以下閉じ。)の捕獲，採取，殺傷又は損傷(以下

「捕獲等Jとし、う。)をしてはならない。ただし，次に

掲げる場合は，この限りでない。

(1)学術研究，教育又は希少野生動植物種の生息若

しくは生育状況の調査の目的その他希少野生動

植物種の保護に資する目的で捕獲等をする場合

で、あって，市長が必要があると認める場合

( 2)人の生命又は身体の保護その他やむを得ない事

由がある場合

(緑化における配慮)

第16条 市及び事業者は，緑化の造成その他の緑化に

係る事業を行うときは，規則で定める植物種を使用し

ないよう努めなければならない。

【別添】

(希少野生動植物種 (2. 規制案の概要(1)関連)一覧〉

O噛乳類カワネズミ ムササビスミスネズミ ハ

タネズミ

O鳥類 ヨシゴイ ミゾゴイサシパヤマセミ

OJ1lel虫類アカウミガメ



0両生類 ヒダサンショウウオナゴ、ヤダルマガエル

O魚類 イチモンジタナゴシロヒレタピラニツ

ポンパラタナゴカワパタモロコ ムギツク アカ

ザカワアナゴ

0昆虫類ムカシトンボネアカヨシヤンマ アオヤ

ンマルリボシヤンマアオサナエホンサナエ

ムカシヤンマ ホッケミズムシナガミズムシ ヒ

メタイコウチ トゲナベブタムシ コパンムシ ク

ロシジミ シノレピアシジミ ウラギンスジヒョウモ

ン ギフチョウ キベリマルクピゴミムシゲンゴ

ロウ コガタノゲンゴ、ロウ ミズスマシムツボシ

ツヤコツブゲンゴロウ ヨツボシカミキリ カツラ

ネクイハムシ

0甲殻類 ヒラテテナガエピスナガニアカテガニ

ベンケイガニハマガニ

0貝類(陸産) ハリマムシオイ イボイボナメクジ

マヤサンマイマイ ヌノピキケマイマイ

0貝類(淡水・汽水産) ヒメコザラ(ツボミガイ型)

ホソウミニナ ウミニナ クリイロカワザンショウ

ガイ ツプカワザンショウガイ ミルクイガイ ヒ

メシラトリガイ カガミガイ オキナガイ

0植物 マツバランマンネンスギミズニラ ヒ

ロハノ、ナヤスリ ヤシャゼンマイ シシランカミ

ガモシダオクタマシダコウザキシダクルマシ

ダオオカナワラビアツギノヌカイタチシダマガ

イ チャボイノデ ミヤマノコギリシダ ウラボシ

ノコギリシダ ヒカゲワラビエピラシダフクロ

シダタカノハウラボシオオクボシダデンジソ

ウサンショウモサワグルミ プナエゾエノキ

サイコクヌカボオガタマノキケスハマソウ ユ

キワリイチゲイヌショウマ カザグノレマ オキナ

グサオトコゼリ シギンカラマツオニパス フ

タパアオイ ケナシベニバナヤマシャクヤク アゼ

オトギリ コモウセンゴケ コウヤミズキ ウンゼ

ンマンネングサイワキンパイ ツルキンパイ ナ

ガボノワレモコウ ミヤマトベラ イヌハギマキ

エハギツルフジバカマ ヨツパハギ タカトウダ

イ カジカエデヘラノキハロマノフサモフサ

モ ミシマサイコ カノツメソウ マルパノイチヤ

クソウホンシャクナゲサツキ トキワガキア

イナエムラサキセンブリ フナパラソウ クサナ

ギオゴケ キジョランオオアリドオシホソパオ
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オアリドオシキヌタソウ カギカズラ ヤマホオ

ズキ ゴマクサゴマノハグサノタヌキモ ミカ

ワタヌキモ ヒメタヌキモ ヤマヒョウタンボク

キンキヒョウタンボク マツムシソウ ヒメシオン

ミヤマコウモリソウモリアザミ ノジギク キク

アザミ アオヤギパナヤプレガサモドキハパヤ

マボクチ ホソパヘラオモダカ マルパオモダカ

マルミスブタ ホンゴウソウ ウエマツソウ ヒナ

ノシャクジョウ ウンヌケモドキ ヒロハノドジョ

ウツナギユキモチソウ ミクリ ヤマトミクリ

ヒメミクリ ウマスゲ ヒメミコシガヤヌマガヤ

ツリ トラノハナヒゲオオフトイ シズイ ヒナ

ランマメヅタランササパギンラン トケンラン

マヤランセッコク アオフタパランフウラン

ヨウラクラン ウチョウランカヤラン クモラン

(条例第16条の規定により規則で定める植物種 (2.規

則案の概要(6)関連)一覧〉

コンテリクラマゴケ外来アゾラ類ハゴ、ロモモオ

ランダガラシイタチハギアレチヌスピトハギハ

リエンジュ シンジュ アレチウリ コマツヨイグサ

オオフサモ ブラジルチドメグサ ウチワゼニクサ

ツルニチニチソウ オオフタパムグラ メリケンムグ

ラ アメリカネナシカズラ アメリカアサガオマル

パアメリカアサガオマメアサガオマルパアサガオ

ホシアサガオヤナギハナガサアレチハナガサ フ

サフジウツギ ウキアゼナオオカワヂシャ エフク

レタヌキモ クワモドキオオキンケイギク キクイ

モオオハンゴンソウ ナルトサワギク セイタカア

ワダチソウ メリケントキンソウ アカミタンポポ

セイヨウタンポポオオカナダモ コカナダモホテ

イアオイ キショウブノハカタカラクサ シナダレ

スズメガヤ キシュウスズメノヒエ チクゴスズメノ

ヒエモウソウチクセイパンモロコシシュロ ト

ウジュロ ボタンウキクサ シュロガヤツリ メリケ

ンガヤツリ オオバナミズキンパイ ナガパオモダカ

ナガエツルノゲイトウ ミズヒマワリ オオパヤシヤ

プシ園芸スイレン タチパナモドキ トキワサンザ

シキダチコマツナギヤマハギメドハギマルパ

ノ、ギナンキンハゼ、 トウネズミモチセイヨウイボ

タ(ヨウシュイボタ) オニウシノケグサ ネズミホ

ソムギネズミムギホソムギボウムギ



2017年生物研究発表会報告

同時:~017年11月 231:'jl木) 10 : 00 "-' 15 : 30 

場所:神戸大学発達科学部B202教室 B棟l階ホール

主催:兵庫県生物学会と神戸大学サイエンスショップ

の共催

参加者数:184名(神戸大学サイエンスショップ調べ)

(内訳)

生物学会会員 18名(高校教員は除く)

高校教員 23名

高校生 129名

大学関係者 12名(うち学生8名)

その他 2名

プログラム:

1.兵庫県生物学会会長挨拶

会長内藤親彦

2.兵庫県生物学会会員発表

口頭発表

(1)最近のカワリヌマエピ属地ocaridinaの現状お

よび2017TCS(6月19日-22日)スペインバルセ

ロナ大会参加・発表報告

丹羽信彰(京都大学理学部)

(2)赤トンボの代表種・アキアカネ復活に向けて

前田清悟 (NPO法人たつの・赤トンボを増や

そう会)

(3)神戸市周辺の市街地のハナダカダンゴムシの分

布と生息環境

鈴木武(兵庫県立人と自然の博物館)

3. 高校生口頭発表部門

.兵庫県生物学会関係分

(1)武庫川産チチプTridentigerobsω:rusおよびヌマ

チチプ T.brevispinisのミトコンドリアDNAサブ

グループの解明と遺伝子マーカーによる種判別

方法の開発

(兵庫県立尼崎小田高等学校)

(2)外的要因によるヒメウズラの色覚への影響

(兵庫県立加古川東高等学校)

(3) クモの糸の構造と引っ張りの力に対する強度の

関係

(兵庫県立西脇高等学校)

(4)クロゴキブリの歩行時の脚の運びと重心移動

(兵庫県立西脇高等学校)

(5)イガイはいがいとb、い! 一イガイを使って生

産量は向上するのか!?一

(京都府立海洋高等学校)

・神戸大学サイエンスショップ関係分

(1)高効率EML(Electromagnetic Launcher)の作成

(大阪教育大学附属高等学校池田校舎)
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(2)加東市で発見したヒカゲノカズラ科植物の化石

から推定する古神戸湖の堆積環境

(兵庫県立西脇高等学校)

(3)安山岩と玄武岩の節理に生じた流理構造の形成

過程の比較

(兵庫県立西脇高等学校)

(4)氷中の気泡の空気はなぜ外気温より 1"-' 3t高

いのか(第2報)

(兵庫県立西脇高等学校)

(5)珪藻土による水中のアンモニア除去

(兵庫県立加古川東高等学校)

(6)花闘岩体での植生による土砂災害抑制効果と発

生予見

(兵庫県立加古川東高等学校)

(7)水面波で浮遊物が動くメカニズムの考察

(兵庫県立加古川東高等学校)

(8)濡れ性を利用した宇宙ヒ。ベットの開発

(兵庫県立加古川東高等学校)

4. 高校生ポスター発表部門

・兵庫県生物学会関係分

(1)新舞子干潟におけるハクセンシオマネキ Uca

Lac.仰の生態

(兵庫県立龍野高等学校)

(2) ダンゴムシの記憶力を試せ!

(兵庫県立明石高等学校)

(3) タニシによる水質浄化

(兵庫県立長田高等学校)

(4)マヤラン探しおよび摩耶山植生調査

(兵庫県立兵庫高等学校)

(5)助け合え!ワラジムシとオカダンゴムシ!

~分解における2種聞のニッチ効果~

(大阪府立天王寺高等学校)

(6)天王寺高等学校の植物相調査

"-'5年前との比較~

(大阪府立天王寺高等学校)

(7)武庫川産チチブTridentigerobsωmおよびヌマ

チチプT.brevisPinisのミトコンドリアDNAサプ

グループの解明と遺伝子マーカーによる種判別

方法の開発

(兵庫県立尼崎小田高等学校)

(8)環境DNAを用いたミシシッピアカミミガメの生

息分布調査 E期

(兵庫県立加古川東高等学校)

(9)外的要因によるヒメウズラの色覚への影響

(兵庫県立加古川東高等学校)

(10)ナメクジの噌好性について ~嫌われものナ

メクジは何を好むのか~

(兵庫県立加古川東高等学校)

(11)腕交換実験を用いたヒトデの自己認識システ



ムの解明

(神戸市立六甲アイランド高等学校)

(12)神戸市で観察される巨大タンポポの遺伝学的

調査

(神戸市立六甲アイランド高等学校)

(13)色、明度、高度噌好性に着目したハエトラッ

プの改良

(神戸市立六甲アイランド高等学校)

(14) 固定化酵母を用いたバイオリアクター・エタ

ノール発酵の効率化

(神戸市立六甲アイランド高等学校)

(15)イガイはいがいとしW、! イガイを使って生

産量は向上するのか!?一

(京都府立海洋高等学校)

(16) クモの糸の構造と引っ張りの力に対する強度

の関係

(兵庫県立西脇高等学校)

(17)クロゴキブリの歩行時の脚の運びと重心移動

(兵庫県立西脇高等学校)

(18) 国外のカワリヌマエビ属にミナミヌマエピは

侵食されているのか~遺伝子解析と交雑実験に

よる検証~

(兵庫県立神戸高等学校)

(19)前島における海浜動物相調査

(岡山県立玉島高等学校)

(20)チョウが認識する花の色~チョウの吸蜜行動

と花の識別法~

(兵庫県立川西明峰高等学校}

・神戸大学サイエンスショップ関係分

(1)安山岩と玄武岩の節理に生じた流理構造の形成

過程の比較

(兵庫県立西脇高等学校)

(2)氷中の気泡の空気はなぜ外気温より 1"-' 30C高

いのか(第2報)

(兵庫県立西脇高等学校)

(3)缶サット甲子園2017"-'プロペラを利用した垂

直着地型缶サットの開発~

(和歌山県立海南高等学校)

(4)ブライニクル現象の再現とメカニズムの解明

(大阪市立東高等学校)

(5) プログラムを用いたバイアスの指摘

(兵庫県立加古川東高等学校)

(6)電子レンジで使える高齢者向けホットパックの

開発

(神戸市立六甲アイランド高等学校)

5. 生物学会表彰

会長賞

-口頭発表部門

クモの糸の構造と引っ張りの力に対する強度の

関係

(兵庫県立西脇高等学)

.ポスター発表部門

チョウが認識する花の色 ~チョウの吸蜜行動

と花の識別法~

(兵庫県立川西明峰高等学校)

上記2件以外の発表(神戸大学サイエンスショップ

関係分は除く)には，奨励賞が授与されました。

なお，兵庫県生物学会関係の発表を行った県内の高

校生には，昨年度同様、本学会の安原昭江・杉田隆三

記念生物研究助成金より交通費の支援を行いました。
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(文責稲葉浩介)

会則の一部改正

2017年5月14日の第71回大会で承認され，即日実施

されました。

第4条本会会員は普通会員，賛助会員とする。

(改正)本会会員は普通会員，賛助会員および学生会

員とする。

また， r細則」の会費の項に「学生会員1500円」

を入れる。

(趣旨)会員獲得のために学生(大学院生，大学生，

高校生)会員を認める。

投稿規定の一部改訂

2018年3月31日， 2018年度第l回理事・役員会で承認

されました。

5. r写真等のカラー印刷は著者が実費を負担するこ

とoJを削除。

2016年度(平成28年度)会務報告

2016年

・『兵庫生物ニュース』発行

no.105 (4月10日 大会案内，自然観察会案内)

no.106 (6月19日 大会報告，自然観察会案内)

no.107 (9月24日 理事・役員会報告研究発表会

案内)

no.108 (1月22日 会長選挙公示研究発表会報告)

.第l回理事・役員会

4月2日(土) 神戸市勤労市民センター

.事務局会議

第l回 5月12日，第2回 6月 8日，



第3回 8月10日，第4回 9月12日，

第5回 10月18日，第6回 10月20日，

第7回 11月17日，第8回 12月26日，

第9回 1月22日，第10回 2月13日，

第11回 3月25日

-第70回大会

5月15日(日)明石城公園(本部担当)

.地域自然定点調査

甲子園浜 (5月7日， 10月2日)，福泊海岸 (5月29日)

.70周年記念誌編集会議

第13回 5月29日，第14回 7月4日，

第15回 11月23日，

第16回 3月8日神戸新聞総合印刷出版センター相

談，

第17回 3月25日

-夏季臨海実習 8月4，5日

神戸大学内海域環境教育研究センターにて実施

兵庫県教育研究会生物部会，大阪府高等学校生物

教育研究会と合同開催

-第2回理事・役員会

8月27日(土) 姫路市市民会館

-第20回研究発表会 11月23日(月祝)

神戸大学サイエンスショップとの共催

2017年

・会長選挙開票作業 3月2日 県立兵庫高校

内藤親彦氏当選(有効投票79票信 任79票

不信任0票)

・会計監査 3月25日

• w兵庫生物~ 15巻3号発行 3月31日

.支部活動

神戸支部若手研究者との座談会 3月12日

阪神支部なし

東播支部加古川魚類調査 4月29日

白陵高校と加古西高校ほか数校参加，

そら植物園見学(川西市絹延) 7月18日

7名参加，

冬のカミキリムシ探し?やしろの森公

園) 3月20日 8名と中高生12名参加

西播支部 西播支部総会及び研究大会(生物部会西

播磨支部共同) 5月19日，

第15回里山観察会(姫路市香寺町奥須加

院，香寺町相坂八葉寺) 11月13日，

西播支部役員会(県立夢前高校) 12月

27日，

第16回里山観察会下見(姫路市増位山)

2月26日

但馬支部扇ノ山登山 8月11日

会員5名 非会員2名

丹有支部武庫川上流水生生物観察会 8月5日
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27名参加会員2名，

外来魚駆除 11月2日

7名参加会員l名

淡路支部なし

2017年度(平成29年度)役員名簿

会 長内藤親彦

副会長宇那木隆 工 義尚 菅村定昌

事務局長阪口正樹

(事務局)武田義明 繁戸克彦 鈴木 武

奈島弘明 山下明良

事業部長稲葉浩介

(兵庫生物ニュース担当)高田 崇正

(臨海実習担当) 石川正樹

(自然観察会実施検討) 鈴木 武 丹羽信彰

石川正樹 菅村定自

(インターネット担当) 松本誠司 荒柴博一

(生物ハンドブック担当)植田好人 繁戸克彦

編集部長石川正樹

(W兵庫生物』の編集出版担当)

永吉照人 丹羽信彰 工 義尚

梶原洋一 武田義明 大谷 剛

会 計谷本卓弥 山中俊子

会計監査北村 健 田村 統

選挙管理委員永吉照人 奈島弘明

地域自然定点調査支部委員 (神戸)深水正和

(阪神)谷 良夫 (東播)西口龍平

(西播)山本一清 (但馬)西垣志郎

(丹有)田井彰人 (淡路)

70周年記念誌編集委員 (神戸)深水正和

(阪神)後藤統一 (東播)西口龍平

(西播)久後地平 (但馬)上回尚志

(丹有)谷本卓弥 (淡路)佐田貴子

支部長(神戸)深水正和 (阪神)北方英二

(東播)北村 健 (西播)久後地平

(但馬)菅村定昌 (丹有)田井彰人

(淡路)

支部選出理事

顧

(神戸)深水正和

(阪神)北方英二

(東播)北村 健

(西播)久後地平

(但馬)菅村定昌

(丹有)田井彰人

(淡路)

矢頭卓児

石井教寿

梶原洋一

田村 統

上回尚志

問上中一雄

小嶋良平

清水美重子

大賀二郎

小林拓郎

武田義明

大谷 剛

渋野龍二

当津 隆



栃本武良

樋口清一

真野育三

永吉照人

福原陽ー郎

森本義信

東敏男

古田 昌

横山了爾
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兵庫県生物学会 201713/25 

1.収入の官官

費国 内訳

1 普通会費

2016年度一般会計決算報告書

決算額

729，000 

予算額

600，000 

備考

3000円x243人分

2 費助会費 35，000 

66，000 

11，000 

20，000 

80，000 

5000円X7人分(当窓R.

3 r兵庫生物』個人負担金

4 鎌収入

渋野鶴二、億四貧子、総本鶴司}

米貿二郎‘酋略裕、話番良米議魁弘明

大崎浩一、阪口iE樹、前田清悟

1，000 大会当日谷加費

5 利息

6 前年度線越金

合計

2.支出の部

9 

400，506 

1，241，515 

100 

400，506 

1，101，606 

肉眼 決算額 予算額 鋤考

1・1大会費 40，500 50，000 調節料・会渇費等

2・1研修会費 o 10，000 臨海実習資

z・2研究発表会費 7，634 10，000 第20図研究発表会

3・1r兵庫生物』印刷貸 495，072 400，000 15巻Z号

3之『兵庫生物』舗銀貸 6，942 10，000 1 5巻3号

34兵庫生物ニュース 1 1 ，562 1 0，000 NO.1 05-108 

4-1本郎・支鶴綴助金 126，430 100，000 7支鼠・本鶴

5・1事務費 24，296 50，000 封筒代、会場資等

地峨ヨE点鯛登
5・2餌査活動賞 40，010 40，000 '，::::，.-";;::-=-"岨

{甲子園浜活鎮静領泊)
f.'rf'~，;'ギト

5・3通信費 50，222 150，β00 ¥3モダ

5・4その他簡鑑賞 63，040 50，000 名簿作成

次年度続鑓金 375，807 221，606 

合計 1，241，515 1，101，606 

.釜報告

会針 工 事量尚

谷本車弥

2017年3Ji125目、県立相戸商業高等学校において監牽いたしましたところ、路線簿の.理
ならびに会計の涯itで』るζとを飽めます.

一一 深水正和め監査委員

北村 健 i .::l~ 

G/ 

兵庫県生物学会 2017/3/25 

2016年度基金決算報告書

A.研究奨励基金

収入の鶴

肉眼

前年度縁起金

利息

合計

支出の鶴

内訳

研究奨励金

奨励賞総資

高校生発表会

予備費

B.事築基金

収入の鶴

合計

肉眼

前年度線越金

ハンドブック録入金

記念箆売上金

利息

合計

支出の蔀

内訳

ハンドブック司慎重量費

企商事業費

周年飽念$策費

圭盟豊一一
合計

監査報告

決算額

2，165，119 
117 

2，165，236 

予算額

2，165，119 
1，000 

2，166，119 

舘考

決算額 予算額 備考

20，000 

1，663 
20，000 研究奨励賞翻貧2万円

10，000 額縁・賞状代

45，990 

2，097，583 

2，165，236 

100，000 高校生・私の科学研究発表会
旅貸繍劫{安原・杉田助成金より支出}

2，036，119 
2，166，119 

決算額 予算額 備考

5，218，629 5，218日629
1，197，684 1，000，000 ハンドブック売上(兵教飯}

o 10，000 
Z85 1，000 

6，416，598 6，229，629 

決算額 予算額 備考

1，037，343 500，000 印刷代{数搬出版)

o 10，000 
o 3，000，000 70周年配念誌鎮祭

5，379，255 2，719，629 
6日416，598 6，229，629 

会計工 事量尚

谷本車弥

2017年3月25日、県立害事戸商業 等学校において監査いたしましたところ‘飽帳簿の聾理
ならびに会計の定後であることを飽めます J'~\

監査委員 深水正和ぽむ
~ιv 

北村儀 φ 
む!



『兵庫生物』投稿規定

(1998年 5月23日改正)

(1999年 5月22日一部改正， 2002年 4月 6日一部改正，

2012年 8月25日一部改正， 2014年 8月30日一部改正，

2018年 3月31日一部改正)

1.投稿報文の著者は，会員に限る。ただし共同執筆

者には会員以外のものを含むことができる。なお，

編集委員会が認めたときは会員以外からの特別寄稿

を受けることがある。

2.投稿内容は，生物に関する総説・論文・短報・報告・

資料とする。総説・論文は， 1編につき，刷り上が

り16ページ以内，短報は1ページ以内とする。

これを超過するもの(短報は除く)については，超過

ページ印刷代の全額を著者が負担するものとする。

3. A4用紙を使用し，措書・横書き・新仮名づかい

(和名はかたかな，学名はアンダーラインを引き，

イタリックに指定)とする。ただし学名を使用する

場合は，本文中の最初に出てきた所に命名者名を入

れること。ワープロ原稿を推奨するが，手書き原稿

も可。ワープロ原稿ではl行30文字(欧文字は半角)， 

20行ダブルスペースで打ち出すこと。また編集時に

必要なため，原則として原稿のコピー 3部を同封の

こと。原稿が受理されたときは，テキストファイル

で保存した原稿および図表の電子ファイル (CD-R，

DVD-R， USBメモリ等)を提出すること。

4.原稿作成の留意点

A. 報文の構成は，表題，著者名(*印をほどこし

て，最下行に脚注し，勤務先または住所を明記す

る)，本文，引用文献とする。原則として，英文

氏名と英文表題，必要ならば英文要旨をつける。

B.表や図は，すぐ製版できるように，墨書き(コ

ピーも可)し，説明は別紙にまとめて書く。図-

表は本文とは別にし，本文には入れない。本文中

のその表あるいは図を置きたいおよその位置は原

稿右欄外に朱記のこと。なお表や図の縮小率は編

集委員に任せる。

c.本文中での文献の引用は次の例に従う。 3名以

上のものについては「ほかJまたは ret al.Jと

する。

例1.本種の検索にあたっては，松原 (1955)

および明仁親王・目黒(1977) によった。

例2. ・・・・・・の採集によってわかった(黒田

1957， 1960;湊 1976)。

D.末尾に，引用文献(または参考文献)を一括し

てあげ，次の形式をとる。文献の配列順序は第I

著者の氏名のアルファベット順とする。第l著者

が同ーの場合は単独のものを最初におき，そのあ

とは第2著者の氏名のアノレファベット順とする。

第2著者も同一の場合は，第3著者以下について上
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記に準じて配列する。また，すべての著者が同ー

のものについては，発表の年代順とする。同一著

者かっ同一年のものについては，年号のあとにア

ルファベットを付して， 1972a， 1972b，のように

別する。

E.文献は下記の形式によって記す。雑誌巻番号は

波アンダーラインを引き，ゴチックに指定のこと。

雑誌の場合:著者名(姓前名後).年号.表題.

雑誌名，巻:ページ.

単行本の場合:著者名(姓前名後).年号.表題.

ページ数.発行所，発行地.

例1.内田紘臣.1977. 紀州産多毛類n，ウロコ

ムシ.その1.南紀生物， 19 (1) : 6-12. 

例2. 沼田 真. 1967. 生態学方法論改稿版.

254pp. 古今書院，東京.

例3. 三宅貞祥. 1965. 十脚目，異尾類 zn

岡田 要ほか編.新日本動物図鑑，中，

630'"'"' 652. 北隆館，東京.

例4. SAKAI， T. 1969. Two new genera and 

twenty-two new species of crabs仕omJapan. 

Proc. Biol. Soc. Wash.， 82 : 243-280. 

4列5. MAYR， E. 1963. Animal Species and 

Evolution. 797pp. The Belknap Press of 

Harvard University Press， Cambridge. 

伊U6. SHAW， J. K. & T. S. HOPIくINS.1977. 

The distribution of the family 

Hapalocarcinidaβ(Decapoda， Brachyura) on 

the Florida Middle Ground with a description 

of P.'seudocryt!ochirus hyTosteRus， new 

species. in D. L. TAYLOR (ed.) 

Proceedings Third International Coral 

Reef Symposium， 1 177-183. Rosenstiel 

School of Marine and Atmospheric Science， 

University of Miami， Miami， U.S.A. 

5. 図版・写真版については著者に実費負担をお願い

することがある(原図返送希望の際は，投稿の際連

絡のこと)。またトレースを外注するときも，著者

が実費を負担すること。別刷は50部以上(50部単位)

で，必要部数を原稿第1ページに朱記すること。別

刷の実費は著者負担とする。

6. 原稿の採否，印刷，校正については，原則として

編集委員会に一任のこと。初校は著者校正とする。

7. 掲載論文の著作権は兵庫県生物学会に帰属する。

8. 原稿提出の締め切りは， 9月30日とする。それ以降

は次年度掲載とする。
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